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　貯蔵食品の変質あるいは加工食品の変質に際し、ペク
チンの分解がその主因であると考えられている事例は枚
挙にいとまがない。例えば、農産物の塩漬に於ける軟化
現象、貯蔵中の農産物の軟化現象等はそれ自身のもつて
いるペクチン分解酵素あるいは徴生物の生産するペクチ
ン分解酵素により変質を起こすものと考えられてい
るD。それらの問題は現在急速に研究されつつあり、研
究を進めてゆくうえの一つの手段としてペクチンの定量
は意義あるものと思われる。現在、ペクチンの定量には
重量法、及びDische．のカルバゾール反応による方法
等2，3）　4）が用いられており、食品分析にも応用されてい
る5｝6）。本実験ではHelbertのアンスロンによるガラ
クチaロソ酸の定量法7）8〕を用いてペクチンの量を決定
することの可能性を調べた。本報ではガラクチユロン酸
の定量及びペクチンの加水分解条件を調べた。
　試薬及び試料の調製
　硫酸：市販の硫酸（武田薬品製、特級）を蒸溜水によ
り27・5Nに稀釈する。
　アンスロン溶液：27・5N硫酸溶液100ml、中アンス
Pン（第一製薬製、mp・153－155°C）160mgを溶解して
調製した。各液とも調製後原則として1～2時間後に使
用した。なおこの試薬は調製後暗所に保存することによ
り、使用に耐えうるものである。
　ガラクチユロン酸：ガラクチユ戸ン酸（東京化成製）
の一定量を27・5N硫酸に溶解した。
　　ペクチン：ペクチンは夏ミカンの果皮より得た。即
ち、果皮肉部を蒸溜水にて加熱抽出し、95％エタノール
を加えてエタノール含量を65％となしてペクチンの沈澱
を得更に、蒸溜水にて溶解、エタノール沈澱の操作を
くりかえしてペクチンを純化した。次いで70°Cにて乾
燥、無水燐酸を乾燥剤として真空デシケータP一に保存し
たものを使用した。
実験及び結果
　ガラクチユロン酸の定量
　ガラクチユロソ酸の定量法として、前記Helbertの
アンスロンによる比色定量法を用いた。発色はアンスロ
スロン溶液4mlを試験管にとり、ガラクチユロン酸溶
液2mlを加え99°Cの湯浴申にて5分間加熱後、ただ
ちに4°Cに調節した水浴中に3分間保つ。次いでそれを
23°Cの恒温器に保ち、常に発色後24時間後に日立光電光
度計（FPW－3、フィルター・－550mμ）を以て測定した。
アンスロンの盲験は4m1のアンスロン溶液に2mlの
27．5N硫酸を加えて前記操作を行なつた。比色時に於け
る標準液として、両者とも27．5N硫酸を使用した。
　アンスロンーガラクチユロン酸反応の、測定に対する
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Fig　1．吸収曲線
　○一〇　Anthrone・garacturonio　acid
　　　　　（230γ／6ml　reaction　mix）
　△一△　Anthrone　blank
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　アンスロンーガラクチユロン酸反応液の24時間後に於
ける吸収曲線を第1図にて表わす。Helbertの報告と
同様、その最大吸収は550mμにある。以後の定量実験
には550mμの波長を用いることにする。亦、アンスP
ンの盲酸の吸収曲線は図の如く吸光度に変化なく一定で
あつた。
　ガラクチユロン酸の検量曲線
　ガラクチユロン酸の一定量を27．5N硫酸に溶解、そ
れを稀釈法により同様に27．5N硫酸を以て稀釈し試料液
とした。第2図に示される如く直線となり、Lambert一
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　　Fig　2．　Galacuturon　acidの検量曲線
Beerの法則にしたがう。この方法に於て、計り得るガ
ラクチユロン酸の量は反応液6ml、中25－400γの範囲
内である。なお、Helbertの報告にもある如く、試料中
に混在する糖はガラクチユロン酸の定量に対して阻害作
用を示さない。
　ペクチン加水分解に於ける酸濃度、温度、時間の関係
　加水分解液は硫酸発色を行なう関係上、種々の因子を
除くため1・C硫酸を使用した。即ち、前記調製したペクチ
ン500mgを蒸溜水にて溶解後50m1となし、その10
mlを各々50mlのメスフラスコにとり、2N、　N、0．1
Nの硫酸濃度となるように硫酸液を加へ分解液とした。
分解温度はSOeC、100°C、120°Cを選んだ。分解時間は
分解開始後12時間迄2時間ごとに測定した。分解は加水
分解用試験管に分解液2ml（ペクチン含量：分解液1m1に
対して2mg）をとり、減圧状態のもとに封入し、分解を
行なった。分解後そのlmlをとり、27。5N硫酸にて
50mlとなし試料溶液とした。発色は4mlのアンスロ
ン溶液に2mlの試料溶液を加え、前記発色操作を行な
つた。第3図は、各時間に対する分解液一アンスロン反
応液の550mμに於ける吸収を示したものである。図に
於て示されるように、ペクチンの分解は、加熱開始後8
時間から一定の値が得られた。このときの、ペクチン
100mgに対して測定されたガラクチユロン酸の量は93
mgであつた。定量のための加水分解の条件しとて、酸
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Fig　3．ペクチン分解に於ける温度と時間の関係
　○一〇　100°C，N／10（ペクチン加水分解液一
　　　　　アンスロン）
　△一△　80°C，N／10（同　上）
　ロー□　100°C，N／10（ガラクチロン酸
　　　　　60γ／6　ml）ペクチソ濃度80γ／6　mI
濃度、硫酸0．1規定、分解温度80°～100°C，時間は8
時間以上であることが認められた。亦、酸濃度の高いも
の、分解温度の高いもの等は、分解液が着色するため比
色による定量のためには不適当であつた。なお、ガラク
チユロン酸標品を0．1N硫酸、100QCにて加熱したが
その値には変化なく、ガラクチユロン酸は、上記条件で
は分解されない。その結果も第3図にあわせて示してあ
る。
　試料中にガラクチユロン酸ガ混在する場合
　そのペクチン加水分解に於て与える影響を調べた。即
ち前記加水分解条件に於て、次のものを加水分解した。
　ガラクチユロン酸溶液：分解液2ml中、ガラクチユ
ロン酸標品3．Omgを含む。
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Fig　4．ガラクチュロン酸混在に於けるペクチン加
　　　　水分解
　ローロ　ガラクチュロン酸（60γ／16ml）
　○一〇ペクチン（32γ／6ml）
　△一ム　ガラクチェロン酸十ペクチン（ガラクチ
　　　　　ュロン酸60γ十ペクチン32γ／6ml）
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　ペクチン溶液：分解液2ml中、ペクチン1．60mgを
含む。
　ペクチンーガラクチユPン酸混合液：分解液2ml中、
ガラクチユロン酸標品3．Omg、ペクチン1．60mgを含
む。
　測定は加熱開始後、8～12時間まで1時間ごとに測定
した。加水分解の処理は、前記の通りである。第4図に
示されているように、試料中にガラクチユPン酸が混在
しても、そのペクチン加水分解に影響を与えないことが
認められた。
　第5図にて示されるものは、0．1N硫酸を用い80°C
8時間でペクチンを加水分解したときの、加水分解液一
アソスロソ反応液の吸収曲線である。この曲線は、ガラ
クチユロン酸一アンスロン反応液と同様の吸収を示して
いる。このことからペクチンの分解産物として生じたも
のが、ガラクチユロン酸であると一応考えてよい。亦、
分解液のペーパークロマトグラフイーを行なつたとこ
ろ、対称としたガラクチユロン酸標品のスポツトと並ん
で、分解液のガラクチユ・Ptン酸のスポツトが得られた。
展開液は、ブタノール：酷酸：水（5：2：3）を用い、
呈色剤として蔭酸アニリンを用いた。
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Fig　5．ペクチン分解液一アンスロソ反応液の
　　　　吸収曲線
　　　　ペクチン濃度80γ／6　ml
　（3）ペクチンの加水分解時の酸濃度および温度は0．1
N、80～100°Cが適当であり、この条件vc於てペクチン
は8時問後に完全に分解する。
　（4）この条件に於て加水分解を行なったべクチソ100
mgに対して、測定されたガラクチユPン酸の量は93．O
mgであつた。
　（5）試料中にガラクチtPン酸が混在しても、ペクチ
ンの加水分解には影響を与えない。
　　　　　　　　　文　　　　　献
1）　Arnold．　L　Demain，　Herman．　J．　Phoff．，　J．　Agr．
　and　Food　Chem．，5，60（1957）
2）Official　Method　of　Analysis　of　the　A．O．A．C．
3）　Zacharias　Dische，，」．　Bio1．　Chem．，16ワ，189（1947）
4）EA．　McComb，　R　C．　McComb．，　Ana1．　Chem，，
　24，1630　（1952）
5）EA．　McComb，　R．　C．　McComb．，　Anal．　Chem，
　24，1986　（1952）
6）　James，　H．　Dietz，　A。　H．　Rouse．，　Food　Research．，
　18，169　（1953）
7）　J．R．　Helbert，　K．　D．　Brown．，　Ana1．　Chem．，27，
　1791　（1955）
8）　J．R．　Helbert，　K．　D．　Brown．，　AnaL　Chem．，28，
　1098　（1956）
　tB酸アニリン：0．939のアニリンを50mlの99％エ
タノPルに溶解し、更に50m1の0．1N蔭酸を加えて
調製した。
　要約
　（1）ガラクチ＝L・Pン酸の定量に際して、測定波長は
550mμが適当である。
　②検量曲線は直線となり、計り得るガラクチソロソ
酸の量は、反応液6ml中、25－400γである。
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